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開始グラフ ト共重合 1,グラフ トポリマーの調製と
キャラクタリゼーション
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吉本 伝,林 昭三,貴島恒夫 :針葉樹有縁膜孔の
人為的変化 (1)
スギとクロマツの辺材を用い,ペクチン質が主成
分と考えられる膜孔膜の トー ルスを水酸化ナト!)ウ
ム処理によって,細胞膜や膜孔縁に大きな形態学的
変化を与えることなく,選択的に溶解除去しうるか
について調べ,その際,乾燥およびFAA前処理の
水酸化ナトリウム処理に対する影響について検討し
た｡その結果, トー ルスのペクチン質を溶解除去す
るには,0.125%程度の希薄な濃度でも充分に役立
鍾
つことを認めた｡水酸化ナトリウムの濃度による反
応の差異については,1%でも0.125%でも試料表
面近くにおけるトー ルスの溶解状態には著しい差異
は認められなかった｡乾燥方法の影響についても同
様であったが,一般的な傾向として,105oC で乾燥
した材が気乾材よりもわずかによく溶解した｡FAA
前処理については,クロマツとスギとで一致した結
果は得られなかったが,クロマツの場合には,比較
的顕著な影響,すなわち,水酸化ナ トリウム処理に
よる変化を抑制することが判った｡樹種問の差異に
ついても,顕著な差異は認められなかったが,クロ
マツがわずかにスギよりも溶解され易かった｡
(木材生物部門)
T.ITOH:OntheUltrastructureofDormant
andActiveCambium ofConifers,Wood Re-
search,No.51,33(1971).
伊東隆夫 :針葉樹の休止期と活動期の形成層におけ
る超微構造
針葉樹の休止期と活動期における形成層につい
て,グルタールアルデヒドー 四酸化オスミウムで固
定後,電子顕微鏡で観察し,超微構造レベルで比較
した ｡
休止期にみられる特徴は次のとおりであった｡1.
細胞内小器官は細胞質中に密にかつ一様に分布す
る｡2.多くの液胞が存在し, それらはいずれも小
さい｡ 3.小胞状の滑面小胞体に富むがときには粗
面の小胞体も見られる｡4.アメーバ状のプラスチ
ドは滅多に見られない｡ 5.デンプン粒や脂質小満
のような貯蔵物質は比較的豊富である｡
活動期は次のように特徴づけられた｡ 1.細胞質
は細胞の周囲に局在する｡ 2.細胞質を大きな液胞
が占める｡3.多数の粗面小胞体が存在する｡4.ア
メーバ状のプラスチドが頻繁に見られる｡ 5.デン
プン粒や脂質小滴は少ない｡ (木材生物部門)
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